
糖尿病専門医とは 

 

1．糖尿病専門医 

糖尿病専門医になるには、日本糖尿病学会が認定する教

育施設などで、所定の専門研修を受ける必要がありま

す。研修では、一般的な外来診療だけでなく、入院を必

要とする重い代謝異常や深刻な合併症など、幅広い糖尿

病の診療を経験します。そのため、どの医療機関に勤務

していても取得できる資格ではなく、専門的な診療体制

と指導環境が整った施設でのトレーニングが求められま

す。 

 

必要な研修と症例経験を積んで受験資格を得た後も、症例記録や診療実績などの書類審査

に加え、筆記試験と面接試験を経て、ようやく糖尿病専門医として認定されます。 

糖尿病専門医は重症例や合併症を含む幅広い糖尿病診療について、専門的な研修と審査を

受けた医師です。 

 

 

 

2．研修指導医 

研修指導医は、自ら糖尿病専門医として診療するだけで

なく、糖尿病専門医を目指す医師を教育・指導する立場

です。糖尿病患者さんの診療や教育に関する十分な経験

に加え、論文や学会発表などの実績、症例記録などにつ

いて審査を受け、日本糖尿病学会から認定されます。 

 

若手医師に対して、診断の考え方、治療方針、薬の選び

方、合併症の評価などを指導し、次の糖尿病専門医を育成する役割を担います。 

 


